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研究成果の概要（和文）：NDBやJMDCデータベースは，我が国のレセプトデータベースとして良く知られている
が，被保険者に関する情報が複数のファイルに分散して格納されている．一方で，データベースを疫学研究へ二
次利用する際には，患者ごとの変数が1レコードに集約された構造が望ましいとされている．
しかしながら，疫学研究で必要になる変数は，研究デザインにより異なり各自で作成する必要があるため，デー
タハンドリングに不慣れな利用者は多大な労力を費やしている状況であった．本研究では，利用者のリサーチク
エスチョン（要望）に合わせてデータウェアハウスを構築することで，患者ごとに集約された構造を定型的な
SQLで実現する手法を考案した．

研究成果の概要（英文）：The NDB or JMDC databases are well-known as administrative insurance claims 
databases in Japan, but information regarding persons is distributed and stored in multiple files 
because these are stored using a RDB (Relational Database). On the other hand, when the database is 
used for epidemiological studies, a structure in which variables for each patient are integrated 
into one record is desirable.
However, the variables needed for epidemiological research differ depending on a respective research
 design, and users who are not familiar with data handling have spent a lot of time and effort. In 
my study, I devised the pattern SQL, by using it, researchers can get needed variables in a 
patterned work.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で考案した定型的なSQLは，ソフトウェアで生成することが容易であることに加え，利用者のリサーチク
エスチョンを分割する作業は自然言語処理技術や機械学習と相性が良い．今後，これらの技術を本手法と組み合
わせることで，将来的には半自動化が可能になると思われる．
また，テーブル構造に依存しないため，レセプトデータベース以外の正規化されたデータベースにも適用できる
可能性が高い．近年では複数の保健医療データベースを連結する動きも活発になってきており，製薬業界などで
は市販後調査など二次利用する可能性が高まっているため，研究成果の社会実装が期待できる．



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年では世界的にビッグデータの有効利用がにわかに注目されており，産業界をはじめ
として多くの領域で活発な研究がなされている．ヘルスケア分野においてもビッグデータ
の有効利用が多く提案されつつあり，データベースを用いた疫学研究が盛んに行われるよ
うになっている．これに伴い，疫学研究に適したデータベースもいくつか構築されている．
I2B2や TranSMARTはゲノム領域まで含んだ統合研究環境を提供している例として世界
的に知られている．また，臨床研究をはじめとした治験の領域では，規制当局への申請用
に CDISC と呼ばれるデータ収集，統計解析に適したデータベース構造が世界的に広まり
つつある． 
一方で，近年注目されている有用な医療系ビッグデータとして診療報酬系のデータベー
スが挙げられる．特に国民皆保険制度を導入している国では，ほとんどの国民に関するデ
ータを時系列で蓄積しているためデータの質に関しては極めて悉皆性が高く，全国屈指の
ビッグデータである．しかしながら，これらのデータベースを用いて有用な疫学研究を実
施する際には，いくつかの課題が残されていた． 
 
２．研究の目的 

 
我が国ではレセプト情報等を格納した NDB(National Database of Health Insurance 

Claims and Specific Health Checkups of Japan)と呼ばれる診療報酬系のデータベースが
2008年度から運用を開始している． 
平成 18年度の医療制度改革を受けて，医療費適正化を主目的として診療報酬明細書(レ
セプト)の電子請求が進められてきた．さらに平成 23年度から，原則的にすべてのレセプ
トについてオンライン提出が義務化され，現在では大半のレセプトが電子請求に対応して
いる．これらのレセプトと，特定健康診査・特定健康指導(以下，特定健診等)に関する情
報を合わせた情報が NDBに格納されている． 
 
[NDBの概要] 
(1)現在まで 100億件以上のレセプト等情報が格納されている 
(2)①NDBサンプリングデータセット，②NDB特別抽出という形式で一般公開されている 
 
上記(2)のうち①の NDBサンプリングデータセットは，レセプト情報からあらかじめ一
定の割合で抽出したデータに対して，さらに安全性に配慮した工夫を施した 1ヵ月分のデ
ータである．また，②の NDB特別抽出は，提供申出者が指定した抽出条件によって，NDB
から抽出したデータでありレセプト，及び特定健診等情報から成るデータである． 
現在，国家レベルで診療報酬系データベースを構築している代表的な国としては，デン
マーク，スウェーデン，フランス，韓国，台湾，日本等が挙げられる．韓国と台湾では，
研究者が SQL と呼ばれるデータベース操作言語を用いて直接データベースを操作する解
析環境を構築している． 
しかしながら，解析用のデータセット作成には，専門家であっても一定レベル以上のデ
ータハンドリングスキルが要求されるという世界的な課題がある． 
 
[データベースを用いた疫学研究の課題] 
 
(1)予め明確な仮説をたてて実施する臨床研究等と比較すると，仮説構築に時間と労力を要
する 
(2)解析用のデータセット作成には，一定レベル以上のデータハンドリングスキルが要求さ
れる 
 
上記(1)は，データベースを用いた疫学研究の特徴に起因する課題である．予め明確な仮
説を構築したうえでデータを収集するような臨床研究や，研究機関や協力施設等から所望
のデータのみ入手して実施する疫学研究とはデータの質や量の側面から大きく異なる．デ
ータベースを用いた疫学研究では，データ量が極めて多く，かつデータ構造も複雑である
傾向が強くなる．このため，仮説を構築するための探索的な解析が注目されている． 
次に上記(2)は，解析用のデータセットを作成するためのデータハンドリングの問題である．
データ自体がデータベース化されているため，解析用データセット作成に関してもデータ
ベース上で作成したほうがが効率的である． 
これらのデータ自体がリレーショナルデータベースで運用されており，かつデータ量が
極めて多いという特徴がある．このため，解析用データセット作成に関してもデータベー
ス上で作成したほうが効率的である．そこで，本研究ではリレーショナルモデル理論に立
脚した技術を用いてこの課題を解決する． 
 



 
３．研究の方法 
 
本研究では NDB のサンプリングデータセットを入手する．それらのデータセットを用い
て，下記に述べる実施計画を立てた． 
(1) NDB サンプリングデータセットに関して，疫学分析に適したデータモデルを提案する 
(2) 上記(1)で提案したデータモデルを実装し，自動的にデータベース化する汎用的に利用
できるシステムを構築する 
上記(1)，(2)を実施することにより，NDB サンプリングデータセット用の分析環境構築
ツールを開発する． 
 
４．研究成果 
本研究では，利用者のリサーチクエスチョン（要望）を分割し，リサーチクエスチョン
に依存する部分の SQL コードを最小限に抑える工夫により，患者ごとに集約された構造（テ
ーブル）を定型的な SQL で実現する手法を考案した．リサーチクエスチョンが複雑な研究
課題には対応できないケースも存在するが，データウェアハウスに変数を補うことで，現
実的には大半の研究がカバーできると考えられる． 
定型的な SQL は，ソフトウェアで生成することが容易であることに加え，利用者のリサ
ーチクエスチョンを分割する作業は自然言語処理技術や機械学習と相性が良い．今後，こ
れらの技術を本手法と組み合わせることで，将来的には半自動化が可能になると思われる．
本研究で構築した手法を利用し，昨年度と今年度に本手法を使用して疫学研究を実施し，
得られた知見を論文誌として公表した． 
本研究で考案した手法は，データベース構造に依存しないため，レセプトデータベース
以外の正規化されたデータベース（例えば，電子カルテなど）にも適用できる可能性が高
い．近年では複数の保健医療データベースを連結する動きも活発になってきており，製薬
業界などでは市販後調査など二次利用する可能性が高まっているため，研究成果の社会実
装が期待できる． 
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